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情報処理の概念
#10 家庭につながれていくネットとデジタル機器

Yutaka Yasuda, 2003 fal

ネット家

• 記事参照「ネット家 相互接続へ」
– 世界の主要IT各社＋Intel が相互接続のための共通
格を作る

• この記事の話題に含まれている要素・背景は
何か？
– 家庭へのネットワークの普及
– 家 機器のネットワークへの接続
– 通信手順、フォーマットにおける 互換
– 複製にともなう権利処理

• 個別に検討していきましょう

家庭へのネットワークの普及

• 総人口に占めるネット利用者数 50% え
– 総務省による2002年末の通信利用動向 査

• e-Japan 戦略などの普及推進 画
• ADSLの利用料金下落

– SOFTBANK をきっかけに
• さらなる普及の予測材料

– IP 話、音楽販売など将来のキラー・アプリケー
ションが目の前に見えている

家 機器の変化

• デジタル化
– いわゆる「情報家 」

• 国内家 メーカーの状況
– 日本の一大産業であることを再認 すべき
– 国、中国からの い上げ
– 冷蔵庫、炊飯器などの台所用品、いわゆる
「白もの」家 からの脱却指向

– PC販売では利益がでない

国内における PC 販売
• 多くの家 メーカーが参入

– いわゆる DOS/V パソコン
– NEC、富士通、東芝、SHARP、日立、松下 etc…

• 激烈な価格競争
– 製造を台湾、中国などに出してしまう
– ソフトウェアは海外製
– 利益が手元に残らない
– IBM, DELL など海外のメーカーと直接競争に
– 撤退も（価格の いノートに専念するなども）
– SONY (VAIO) は若干特殊な動機がありそう

デジタル家

• ネットワークとデジタルデータを扱う事を前提にし
た家 機器
– 恐らくはじめはエンタテイメント分野から
– ハードディスクビデオレコーダーなど

• CoCoon
– 500GBハードディスクに342時間 画
– が る？ が見る？
– 機械が って選択して on demand に 分的に見る
– 子番組表(EPG)からキーワードで自動 画
– 放送時間延 などに対応

• ソフトウェアの威力
– 知的な振る舞いをする家 、と考えても良い
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デジタルエンタテイメント

• SONY という会社
– PSX プレスリリース（2003年 11月 27日）
– 『PSX』は、ハードディスクレコーダー、DVDレコーダー、
ミュージックジュークボックス、デジタルフォトアルバム、
そしてゲームと、リビングで楽しむメディアを1台に凝縮し
た、新世代のデジタルメディアプレーヤーです。

• 講師の評価：
– デジタル生活というものを丸ごと しようとい
う意気込みを感じる二社の一つ。（もうひとつは
Apple）

– ビデオ 画の権利についてハリウッドと争った経
緯を べてみると良い

組み込み機器

• Embedded System とも呼ばれる（直訳するなら「埋め
込みシステム」が妥当？）
– 家 やロボットなど機械制御のために製品に組み込まれる
タイプのコンピュータ

– 小さく、低消費 力、かつ安く

– 処理能力より安定性（ハード的にも、ソフト的にも）
– 一般のコンピュータより家 品などのほうがよほど信頼性
が い（一般のコンピュータは従来的な機械工業製品より
圧倒的に信頼性が低い）

– bug fix は後からは不可能（そんなことが受け入れられてい
るのはコンピュータ製品だけ）

情報家 ＝インテリ家

• 家 機器に Intelligence を与えたい
– 組み込みコンピュータが 機能になる
– 半導体技術がそれを後押し
– 携帯 話のサイズと消費 力にかなりしっかりし
たネットワーク機能と Web ブラウザ、仮名漢字変
換機能などが収まる

• 多機能なOSが組み込み(的な)機器に必要
– グラフィクスを扱いたい
– ネットワークを扱いたい
– ストレージを扱いたい
– 一人前のユーザインタフェイスを使いたい

情報家 のためのOS
• 現状

– Windows CE / Linux / TRON など
• ゴールへのアプローチ

– パソコンのハードとソフト技術を組み込み的製品
に載せる (Linux)

– 産業用組み込み技術を 機能に (TRON)
– その両面で う
– （Windows CE はPDAなどの多少インテリジェン
トな組み込み製品向け）

情報家 のためのOS
• 国内家 メーカーの Windows  ばなれ

– PC 販売時代の反省
– 自社製品の競争力の源泉は自社で確保するべき
– 情報家 という将来のマーケットの基幹 分を他
社に依存する不安

– 「Microsoft が Windows CE の開発をやめたら？」
– オープンであれば最後まで責任が持てる

• 資料：
– 経済産業省 e-Life 戦略研究会「Linux か TRON」
– 松下とSONYの家 用Linux 共同開発

相互接続と 互換

• 資料：
– 「ネット家 に熱い視線」
– 「ネット家 ・相互接続へ」

• ネットワーク接続された情報家
– Intelligence の最大のアプリケーションは相互接続
ではないか

– 相互接続性の確保が重要
– まずプロトコルとフォーマットから
– 資料の DHWG は 802.11x と MPEG2 からスタート
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複製にともなう権利処理

• 権利処理の問題
– 地上デジタル放送ではデジタル 画は一度だけ

(日本民間放送連盟 2003.11.17)
• 利用者不在

– 相互接続は果たせたが、流せるデータは無い？
– DHWG から権利会社に利用促進のための働きかけ
– デジタル生活の では多くのハードルを える
必要がある

– 丸ごと する必要がきているのではないか？

レポートを下さい

• 一つの事例に多くの要素が含まれています
• 全てを う事は出来なくても、なるべく広い視野を
もつよう努力するべきです

• それぞれの要素について、今回の講義で認 が新し
くなった、変わった 分について挙げて下さい

• 今までどうだったのに、今回どう感じたか、という
ように具体的に

• 自分の思考を確認するために書いて貰っています。
講義内容に否定的な内容でも結構です。


